
［  プログラム  ］

電  話 0267-97-2121
smartpj.jpWebsmartpj@vill.kawakami.nagano.jpメール

川上村スマート化推進センター（川上村役場内）

KAWAKAMI SMART PROJECTとは
この村を、もっとステキな村にしていくために。2016年より、川上村は、

「KAWAKAMI SMART PROJECT」を立ち上げました。
さまざまな企業や人と協力して、あたらしいコトやモノを積極的に取り入れ、

文化・制度・インフラのスマート化を促進していきます。
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「KAWAKAMI SMART PROJECT」報告会
報告者 ： 西尾友宏（川上村 副村長）/田中淳一（KAWAKAMI SMART PROJECT 総合プロデューサー） 
小 休 憩
「KAWAKAMI IDEA FOREST アイデアコンテスト 2017」最終審査会 
小 休 憩 
「シェアリングエコノミーでつくる共助のまちづくり・新しい働き方」
講 師 ： 石山安珠（（株）クラウドワークス /（一社）シェアリングエコノミー協会）
パネルディスカッション「地方創生と女性の自己実現」
パネリスト ： 審査委員全員 
昼 休 憩
表 彰 式
小 休 憩
ワークショップ
「#DiscoverKawakami編集部と考える毎日の景色が少し変わる、SNS編集講義」
講 師 ： 村上 萌（ライフスタイルプロデューサー）

開催場所

開催日

2017年2月19日（日）
川上村文化センター
［主催・運営］ 川上村スマート化推進センター（長野県川上村）　　［特別協力］ 株式会社クラウドワークス　株式会社CAMPFIRE
［協賛］ 株式会社ローソン　株式会社バスクリン　株式会社八十二銀行　株式会社日本政策金融公庫
［後援］ 内閣府　農林水産省　長野県　一般社団法人シェアリングエコノミー協会　川上村商工会
［協力］ 株式会社パートナーエージェント　日本エンタープライズ株式会社　株式会社リバネス　株式会社枻出版社

アイデアコンテスト 2 0 1 7



長野県川上村では、「若者達が未来に希望を持って活躍できる村」を目指し、「5つの幸せ」をもたらす「KAWAKAMI 
SMART PROJECT」をスタートしました。「このプロジェクトで、川上村を、住む人、来る人、来る企業、誰にとっても、
日本でいちばん幸せな村にしたい」と藤原村長は語ります。「KAWAKAMI SMART PROJECT」の一環として、村の
女性たちが家の中だけでなく、社会的にも活躍できる場や機会を創出するためにつくられた仕組みが「KAWAKAMI 
IDEA FOREST」です。

あなたの 「気付き＝アイデア」 を募集します。
「身近な農産物で、こんな料理や加工品が創れる」

「実は、この農産物でバッグが創れちゃう」といった地域の特産品となるようなアイデアや、

都会から地方へ移住された方・

これから地方へ移住しようと検討されている方などによる、

地方のライフスタイルへの様々な違和感や

不自由さを解消するようなアイデア。

あなたの 「気付き＝アイデア」 が地域を発展させていくと信じています。
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「KAWAKAMI IDEA FOREST」とは

自分のアイデアによって地域に貢献したい方

応募資格

独　創　性：

地　域　性：

実現可能性：

審査基準

1. 地域特産品アイデア部門

2. 地域ライフスタイル事業アイデア部門

応募部門

他に類似の事業が少なく、アイデアの着眼点が優れているか

地域の課題を解決するアイデアとなっているか

アイデアを育成することで商品化・事業化が見込めるか

  川上村の農産物などを活用した新しい特産品のアイデア等

応募締切

2017年2月6日（月）（17時必着）

応募方法

川上村HP内（http://www.vill.kawakami.nagano.jp/kawakami_idea.html）を
ご参照ください。

  特に地方部のライフスタイルを向上させる事業のアイデア等

表彰等

1. 授賞・事業奨励金

2. 事業支援

最優秀賞 （副賞：事業奨励金　最大30万円　1件）
地域特産品事業アイデア部門賞 （副賞：事業奨励金　最大10万円　1件）
地域ライフスタイル事業アイデア部門賞 （副賞：事業奨励金　最大10万円　1件）
クラウドワークス賞（賞金:３万円　最大3件）

別途、川上村と受賞者との間で締結する契約に基づき、「KAWAKAMI IDEA FOREST」に
参画している事業キュレーターや事業パートナーも一部含め、受賞者の必要に応じ事後支援
を行います。

審査委員

水野 誠一
ソーシャルプロデューサー
株式会社IMA 代表取締役

（みずの せいいち）

西武百貨店社長、米国ネットス
ケープ・コミュニケーションズ社
顧問、慶応義塾大学総合政策学
部特別招聘教授を経て、1995
年参議院選挙に当選。同年（株）インスティテュート・オブ・マーケ
ティング・アーキテクチュア設立。現在は、自治体と企業のブラン
ディングプロデュースを数多く手がける一方で、国内企業支援や
外資系企業日本進出のコンサルも行う。西武百貨店在任中は、
LoFtやSEEDの業態開発、ブランディング等を手がけ、マーケ
ティングとデザインを融合出来る総合プロデューサーとして活躍。

村上 萌
ライフスタイルプロデューサー
NEXTWEEKEND 代表

（むらかみ もえ）

“次の週末に取り入れたい”
をコンセプトに今より少し
先の理想のライフスタイルを
提案。プロデュースチーム
NEXTWEEKENDを主宰し、週末を楽しくするウェブサイ
トNEXTWEEKENDの運営を始め、サンドイッチ屋
GARTENや週末イベント、その他空間や商品などのプロ
デュースを手がける。著書にマガジンハウスより「カスタマイ
ズ・エブリデイ」世界文化社より雑誌「NEXTWEEKEND」
ディスカヴァー２１より「週末野心手帳」

下澤 洋
株式会社ローソン 商品本部 
農業推進部 部長

（しもざわ ひろし）

株式会社サカタのタネ（種苗
業）に13年間勤務し、種苗の
新品種導入に関する産地営
業・指導を担当。その後、丸秋
青果株式会社（横浜中央卸売市場）に10年間勤務し、青果物
流通・加工業の最前線にて営業を行う。
株式会社ローソンに平成２５年１月入社。生鮮ＣＶＳ推進部
及び農業推進部にてＳＭＤ（シニアマーチャンダイザー）と
して産地・商品開発を行い、現在は農業推進部部長として
ローソンファームの開発・推進を担当。

石山 安珠
株式会社クラウドワークス 
経営企画担当
一般社団法人シェアリング
エコノミー協会 事務局

（いしやま あんじゅ）

2012年ICU卒業後、株式会社
リクルート入社。人材領域で
3年半従事した後、2015年にクラウドワークスに入社後、
企画広報・渉外業務、『クラウドワーキングマガジン』の編集長
を務めるほか、一般社団法人シェアリングエコノミー協会事
務局の担当、世界各国のシェアサービスを体験し「シェア
ガール」という肩書で複数のメディア連載を持つなどシェア
リングエコノミーの啓蒙活動を行う。

新居 日南恵
mamna 発起人・代表
（におり ひなえ）

慶應義塾大学法学部政治学科 
在学。東京出身。1994年生
まれ。2014年に”いまの女子
大生の手で安心して母になれる
社会をつくる”をコンセプトに掲げ、任意団体「manma」を
設立。2015年1月より学生が子育て家庭の日常生活に１日
同行し、生き方のロールモデル出会う体験プログラム「家族
留学」を開始。内閣府「結婚の希望を叶える環境整備に向け
た企業・団体等の取り組みに関する検討会」構成員。WAW!
（国際女性会議）2016 アドバイザー。

東藤 泰宏
株式会社CAMPFIRE
ソーシャルグッドマネージャー

（とうどう やすひろ）

IT企業にて携帯サイトのディ
レクター職を務めた後、2012
年うつ当事者のコミュニティ
サイト「U2plus」を創業。
2015年にU2plusを株式会社LITALICOに事業譲渡。
2016年に株式会社CAMPFIREに入社し、ソーシャル
グッド特化型クラウドファンディング「GoodMorning」を
立ち上げ。
現在同社ソーシャルグッドマネージャー。

垣内 聖幸
株式会社八十二銀行　
小海支店長

（かきうち まさゆき）

１９９２年４月 八十二銀行入行
２０１４年２月 八十二銀行塩尻  
　　　　　     支店　
       　　　　 融資統括次長
２０１６年６月 八十二銀行小海支店支店長
主に融資管理業務に従事し、取引先企業の経営改善支援に
取り組んでいる。

藤原 忠彦
川上村村長 / 全国町村会会長
（ふじはら ただひこ）

昭和３８年川上村役場に入庁
後、議会事務局長等を歴任。
昭和６３年企画課長を最後に
川上村役場を退職し、村長に
就任。以後連続７期を勤める。現在、全国町村会長、長野県
町村会長、東京オリンピック・パラリンピック組織委員会
顧問他多数の公職を務めている。

審査委員長


